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政
府
は
、
近
年
、
地
方
創
生
、
日
本
版

Ｄ
Ｍ
Ｏ
な
ど
、
国
を
挙
げ
た
観
光
推
進
の

た
め
の
政
策
を
掲
げ
、
具
体
的
な
事
業
な

ど
を
展
開
し
て
い
る
。
２
０
１
６
年
（
平

成
28
年
）
３
月
30
日
に
は
、「
明
日
の
日

本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
（
表
１
）」

が
策
定
さ
れ
、
観
光
を
日
本
の
基
幹
産
業

へ
と
成
長
さ
せ
、「
観
光
先
進
国
」
に
挑

戦
し
て
い
く
覚
悟
が
示
さ
れ
た
。

　
「
観
光
が
日
本
経
済
、
地
方
振
興
に
重

要
で
あ
り
、
観
光
政
策
は
、
国
家
政
策
の

中
軸
的
な
総
合
政
策
」
と
位
置
づ
け
ら
れ

る
と
と
も
に
、「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
」

の
推
進
に
大
き
く
傾
注
す
る
極
め
て
野
心

的
な
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
地
方
部

に
お
い
て
も
、諸
施
策（
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、

環
境
整
備
、
受
入
体
制
づ
く
り
な
ど
）
を

講
じ
る
こ
と
で
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
に

集
中
す
る
外
国
人
旅
行
者
を
地
方
に
分

散
化
さ
せ
れ
ば
、あ
ま
ね
く
地
域
が
潤
う
」

と
い
う
考
え
方
に
立
脚
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
国
の
動
向
も
踏
ま
え
て
、

地
方
部
で
も
観
光
振
興
、
特
に
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
観
光
推
進
に
よ
る
地
域
振
興
へ
の
期

待
は
年
々
高
ま
っ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
が
実
行
ま
た
は
計
画
さ
れ
て
い
る

が
、
地
域
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
を
進
め

る
こ
と
に
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
な
意
義
を

見
い
だ
す
の
か
、
コ
ス
ト
に
見
合
う
ベ
ネ

フ
ィ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
、
十
分
な
検
証
が

行
わ
れ
て
き
た
と
は
言
い
難
い
。

　

特
に
、
過
疎
地
域
や
中
山
間
地
域
と
い

っ
た
、い
わ
ゆ
る「
条
件
不
利
地
域
」で
は
、

人
的
・
資
金
的
リ
ソ
ー
ス
が
限
定
的
で
あ

り
、
効
果
的
な
施
策
に
集
中
投
資
せ
ざ

る
を
得
な
い
。

　

そ
こ
で
、
当
財
団
で
は
、
地
域
に
お
け

る
観
光
の
意
義
を
再
考
す
る
上
で
の
基
礎

的
な
情
報
を
収
集
す
る
た
め
、
２
０
１
６

年
（
平
成
28
年
）
10
月
に
全
国
の
市
区
町

村
を
対
象
と
し
た
意
識
調
査
を
行
っ
た（
調

査
概
要
は
７
ペ
ー
ジ
を
参
照
）。
本
調
査
で
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3 特集◉地方創生時代における農山村と観光
特集1 条件不利地域はインバウンド観光振興をどう捉えているか

は
、
全
国
の
条
件
不
利
地
域
が
、
観
光
や

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
に
対
し
て
、
ど
の
よ

う
な
効
果
を
期
待
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
、

ど
の
よ
う
な
課
題
や
懸
念
が
あ
る
の
か
を

聞
い
た
。
本
稿
で
は
、
そ
の
結
果
を
読
み

解
き
な
が
ら
、
整
理
を
し
て
い
き
た
い
。

条
件
不
利
地
域
に
つ
い
て

　

本
稿
で
は
、「
条
件
不
利
地
域
」
に
焦

点
を
当
て
て
展
開
し
て
い
く
が
、
そ
の
明

確
な
定
義
は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
こ
で
、

本
稿
に
お
い
て
は
、
国
が
、
地
理
的
条
件

な
ど
が
不
利
な
地
域
を
指
定
し
て
振
興

を
図
る
「
地
域
振
興
立
法
５
法
」
の
指
定

を
受
け
て
い
る
地
域
を「
条
件
不
利
地
域
」

と
し
て
扱
う
こ
と
と
す
る
（「
特
定
農
山

村
地
域
に
お
け
る
農
林
業
等
の
活
性
化
の

た
め
の
基
盤
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律

〔
通
称
：
特
定
農
山
村
法
〕」「
過
疎
地
域

自
立
促
進
特
別
措
置
法
」「
山
村
振
興
法
」

「
半
島
振
興
法
」「
離
島
振
興
法
」
の
５
法

を
指
す
）。

　
「
地
域
振
興
立
法
５
法
」
の
適
用
が
あ

る
市
区
町
村
は
、
全
市
区
町
村
（
区
部
は

市
部
と
の
重
複
を
含
む
）の
６
割
に
及
ぶ
。

こ
れ
ら
の
地
域
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、

適
用
地
域
の
96
・
５
％
が
人
口
減
少
局
面

に
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
（
図
１
）。

　

な
お
、「
地
域
振
興
立
法
５
法
」
の
適

用
団
体
と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
る
資
料
に

つ
い
て
、
合
併
等
が
行
わ
れ
た
市
区
町
村

は
、
合
併
等
後
の
市
区
町
村
と
し
て
取
り

扱
っ
た
。

諸
課
題
の
重
要
性（
優
先
度
）

　

は
じ
め
に
、
各
市
区
町
村
に
お
け
る
諸

課
題
に
つ
い
て
、
重
要
性
へ
の
認
識
を
幅

広
く
確
認
し
て
お
き
た
い
。
そ
も
そ
も
行

政
施
策
は
、
地
域
の
諸
課
題
を
解
決
す
る

た
め
の
「
手
段
」
で
あ
り
、
観
光
も
そ
の

一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

諸
課
題
の
重
要
性
（
図
２
）
を
全
体
傾

向
で
見
る
と
、「
人
口
や
年
齢
構
成
に
関

す
る
課
題
」が
８
割
弱
を
占
め
て
お
り
、「
雇

用
や
税
収
に
関
す
る
課
題
」
が
７
割
弱
と

続
い
て
い
る
。
条
件
不
利
地
域
と
そ
の
他

地
域
で
比
べ
る
と
、
こ
れ
ら
の
課
題
は
、

条
件
不
利
地
域
で
は
、
よ
り
重
要
な
課
題

と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

課
題
解
決
に
お
け
る

「
観
光
振
興
へ
」の
期
待
の
程
度

　

こ
れ
ら
の
諸
課
題
の
解
決
に
お
け
る

「
観
光
振
興
」
へ
の
期
待
（
図
３
）
を
見

る
と
、
観
光
振
興
に
よ
る
解
決
が
最
も
期

待
さ
れ
て
い
る
の
は
「
雇
用
や
税
収
に
関

す
る
課
題
」
で
５
割
弱
、「
社
会
イ
ン
フ

ラ
に
関
す
る
課
題
」「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
関
す
る
課
題
」「
人
口
や
年
齢
構
成
に

関
す
る
課
題
」
が
２
～
３
割
弱
、「
福
祉

や
教
育
に
関
す
る
課
題
」
は
１
割
弱
で
あ

っ
た
。
観
光
を
通
じ
た
経
済
効
果
や
雇
用

効
果
な
ど
へ
の
期
待
が
比
較
的
高
い
一

方
、
最
も
重
要
性
が
高
い
課
題
（
図
２
）

で
あ
る
「
人
口
や
年
齢
構
成
に
関
す
る
課

題
」
へ
の
期
待
は
限
定
的
で
あ
る
と
読
み

取
れ
る
。

　

条
件
不
利
地
域
で
は
、「
雇
用
や
税
収

に
関
す
る
課
題
」
に
お
け
る
期
待
が
よ
り

高
い
が
（
50
・
７
％
）、
人
口
減
少
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
条
件
不
利
地
域
に

お
い
て
も
「
人
口
や
年
齢
構
成
に
関
す
る

図1   人口増減の傾向
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向
き
、
３
割
強
が
横
ば
い
と
回
答
し
て
お

り
、
お
お
む
ね
横
ば
い
か
ら
上
向
き
の
傾

向
に
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。
条
件
不

利
地
域
で
は
、
現
状
お
よ
び
今
後
の
見
通

し
が
よ
り
肯
定
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
重
要
度

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
重
要
度
（
図
６
）

を
見
る
と
、「
重
要
で
あ
る
」が
４
割
強
で
、

「
重
要
で
は
な
い
」
の
１
割
強
を
大
き
く

上
回
っ
て
い
る
。
条
件
不
利
地
域
で
は
、

よ
り
重
要
度
が
高
く
、
５
割
以
上
が
重
要

で
あ
る
と
回
答
し
て
い
る
。

　

な
お
、
全
般
に
「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な

い
」
の
回
答
が
多
く
、
特
に
条
件
不
利
地

域
以
外
で
は
５
割
を
占
め
て
い
る
。

実
施
し
て
い
る

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
関
連
施
策

　

実
施
し
て
い
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
関
連
施

策
（
図
７
）
を
見
る
と
、
情
報
発
信
が
５

割
強
と
最
も
多
く
、
次
い
で
受
入
環
境
整

備
が
５
割
弱
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
３
割

強
と
な
っ
て
い
る
。
条
件
不
利
地
域
で
は
、

全
般
に
よ
り
多
く
の
施
策
が
実
施
さ
れ
て

課
題
」
へ
の
「
観
光
振
興
」
へ
の
期
待
は

「
中
」
が
最
多
で
あ
り
、
必
ず
し
も
高
い

と
は
い
え
な
い
（
図
３
の
条
件
不
利
地
域

の
傾
向
）。

課
題
解
決
に
お
け
る

「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
振
興
」

へ
の
期
待
の
程
度

　
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
振
興
」
へ
の
期

待
（
図
４
）
を
見
る
と
「
観
光
振
興
」
と

同
様
に
、「
雇
用
や
税
収
に
関
す
る
課
題
」

「
社
会
イ
ン
フ
ラ
に
関
す
る
課
題
」
に
お

け
る
期
待
が
高
い
。
条
件
不
利
地
域
に
お

い
て
も
同
様
で
あ
る
が
、
よ
り
期
待
が
高

い
傾
向
が
あ
る
。

　

前
項
の
「
観
光
振
興
」
へ
の
期
待
と
比

較
す
る
と
、「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
振
興
」

へ
の
期
待
は
低
い
傾
向
が
あ
る
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
景
況
感

　

市
区
町
村
に
お
け
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観

光
の
景
況
感
（
図
５
）
を
見
る
と
、「
昨
年

と
比
べ
た
今
年
の
現
状
」
で
は
４
割
弱
が

上
向
き
、
３
割
強
が
横
ば
い
、「
今
年
と
比

べ
た
来
年
の
見
通
し
」
で
は
３
割
強
が
上

図6   インバウンド観光の重要度
■重要である  ■どちらとも言えない  ■重要ではない  ■無回答

図5   市区町村におけるインバウンド観光の景況感
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5 特集◉地方創生時代における農山村と観光
特集1 条件不利地域はインバウンド観光振興をどう捉えているか

お
り
、
情
報
発
信
が
６
割
弱
、
受
入
環

境
整
備
が
５
割
強
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
特
に
力
を
入
れ
て

い
る
施
策
な
ど
の
具
体
（
Ｆ
Ａ
）
の
キ
ー

ワ
ー
ド
を
整
理
す
る
と
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

整
備
や
Wi-

Fi
の
整
備
と
い
っ
た
受
入
環

境
整
備
の
他
、
Ａ
Ｇ
Ｔ
訪
問
・
商
談
会
、

展
示
会
参
加
と
い
っ
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

活
動
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
多
言
語
化
な
ど

の
情
報
発
信
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
に
関
連
し
て

地
域
に
生
じ
て
い
る
好
影
響
や

期
待
さ
れ
る
事
項
の
有
無

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
に
関
連
し
て
地
域

に
生
じ
て
い
る
好
影
響
や
期
待
さ
れ
る
事

項
の
有
無
（
図
８
）
を
見
る
と
、「
あ
る
」

が
４
割
弱
で
「
な
い
」
の
２
割
弱
を
上
回
っ

て
い
る
。
条
件
不
利
地
域
で
は
、
よ
り
好

影
響
や
期
待
が
あ
る
と
い
う
回
答
が
多
い
。

　

好
影
響
や
期
待
さ
れ
る
事
項
の
具
体

に
つ
い
て
、
回
答
（
Ｆ
Ａ
）
か
ら
キ
ー
ワ

ー
ド
を
整
理
す
る
と
、
地
域
内
消
費
・
経

済
波
及
効
果
の
拡
大
、観
光
産
業
の
振
興
、

地
域
活
性
化
が
最
も
多
く
挙
げ
ら
れ
た
。

ま
た
、
地
域
の
認
知
度
向
上
な
ど
が
多
く

挙
げ
ら
れ
た
他
、
少
数
回
答
と
し
て
、
住

民
が
地
域
の
魅
力
を
再
認
識
す
る
こ
と
、

文
化
交
流
、
国
際
交
流
、
外
国
人
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ
る
郷
土
文
化
や
祭
り

の
維
持
・
伝
承
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。

　

な
お
、
全
般
に
「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な

い
」
の
回
答
が
多
く
、
特
に
条
件
不
利
地

域
以
外
で
は
５
割
弱
を
占
め
て
い
る
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
に
関
連
し
て

地
域
に
生
じ
て
い
る
課
題
や

懸
念
さ
れ
る
事
項
の
有
無

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
に
関
連
し
て
地
域

に
生
じ
て
い
る
課
題
や
懸
念
さ
れ
る
事
項

の
有
無
（
図
９
）
を
見
る
と
、「
あ
る
」
が

４
割
弱
で
「
な
い
」
の
２
割
弱
を
上
回
っ

て
い
る
。
条
件
不
利
地
域
で
は
、
よ
り
課

題
や
懸
念
が
あ
る
と
い
う
回
答
が
多
い
。

　

課
題
や
懸
念
さ
れ
る
事
項
の
具
体
に
つ

い
て
、
回
答
（
Ｆ
Ａ
）
か
ら
キ
ー
ワ
ー
ド

を
整
理
す
る
と
、
外
国
人
受
入
体
制
の
弱

さ
（
案
内
板
整
備
、
人
材
育
成
他
）
や
、

経
済
負
担
の
増
加
、
生
活
環
境
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
治
安
な
ど
へ
の
影
響
の
他
、
言

語
・
マ
ナ
ー
・
文
化
の
違
い
に
よ
る
ト
ラ

ブ
ル
な
ど
へ
の
不
安
な
ど
が
多
く
挙
げ
ら

れ
た
。
ま
た
、
少
数
回
答
と
し
て
は
、
宿

泊
施
設
な
ど
の
受
入
格
差
の
拡
大
、
地
域

イ
メ
ー
ジ
や
企
業
イ
メ
ー
ジ
へ
の
影
響
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。

　

な
お
、本
項
目
に
お
い
て
も
全
般
に「
ど

ち
ら
と
も
言
え
な
い
」
の
回
答
が
多
い
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
へ
の
今
後
の

取
り
組
み
意
向

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
へ
の
今
後
の
取
り

組
み
意
向
（
図
10
）
を
見
る
と
、「
あ
る
」

が
６
割
弱
で
、「
な
い
」
の
１
割
強
を
大
き

く
上
回
っ
て
い
る
。
条
件
不
利
地
域
で
は

「
あ
る
」
が
７
割
弱
を
占
め
て
お
り
、
そ
の

他
地
域
の
４
割
と
の
差
が
見
ら
れ
た
。

調
査
結
果
の
全
体
像
と
考
察

―
―
観
光
推
進
に
経
済
効
果
を
期
待
、

そ
の
他
の
課
題
へ
の
期
待
は
比
較
的
低
い

　

本
調
査
の
結
果
全
体
を
俯ふ

瞰か
ん

す
る
と
、

地
域
課
題
の
重
要
性
と
し
て
は
、「
人
口
や

年
齢
構
成
に
関
す
る
課
題
」
が
８
割
弱
を

図７   実施しているインバウンド関連施策
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占
め
る
最
大
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
次

い
で
「
雇
用
や
税
収
に
関
す
る
課
題
」
が

７
割
弱
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
観

光
振
興
」
に
よ
る
地
域
課
題
の
解
決
へ
の

期
待
は
、
特
に
、「
雇
用
や
税
収
に
関
す

る
課
題
」
に
お
い
て
高
い
一
方
、「
人
口
や

年
齢
構
成
に
関
す
る
課
題
」
や
そ
の
他
の

課
題
に
お
い
て
は
よ
り
限
定
的
で
あ
っ
た
。

―
―
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
推
進
は
よ
り

経
済
面
に
特
化
し
て
期
待

　
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
振
興
」
に
お
い
て

も
同
様
の
傾
向
で
あ
る
が
、「
観
光
振
興
」

へ
の
期
待
と
比
較
す
る
と
そ
の
度
合
い
は

低
い
。

　

好
影
響
や
期
待
さ
れ
る
事
項
は
経
済

面
に
特
化
し
て
お
り
、
そ
の
他
の
効
果
は

少
数
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

生
じ
て
い
る
課
題
や
懸
念
さ
れ
る
事
項

で
は
、
受
入
体
制
の
脆ぜ

い
じ
ゃ
く弱

さ
や
費
用
負
担

の
増
加
が
多
く
挙
げ
ら
れ
た
他
、
生
活
環

境
へ
の
影
響
や
マ
ナ
ー
・
文
化
の
違
い
に

起
因
す
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
も
不
安
材
料
と

な
っ
て
い
た
。

―
―
条
件
不
利
地
域
で
は
観
光
・
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
効
果
や
期
待
と
と
も
に
、
課

題
や
懸
念
度
合
い
も
高
い

　

条
件
不
利
地
域
に
お
け
る
好
影
響
や

期
待
さ
れ
る
事
項
・
生
じ
て
い
る
課
題
や

懸
念
さ
れ
る
事
項
は
、
全
体
傾
向
と
類
似

し
て
い
る
が
、
観
光
振
興
や
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
観
光
振
興
へ
の
期
待
が
よ
り
高
い
傾
向

が
あ
る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
重
要
度
、

効
果
や
期
待
、
課
題
や
懸
念
の
有
無
、
今

後
の
取
り
組
み
意
向
に
つ
い
て
も
、
い
ず

れ
も
そ
の
他
地
域
よ
り
も
「
あ
る
」
と
す

る
回
答
が
多
い
。
特
に
経
済
効
果
や
雇
用

効
果
の
側
面
か
ら
、
観
光
や
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
観
光
推
進
に
よ
る
効
果
を
期
待
し
て
お

り
、
積
極
的
な
姿
勢
が
見
ら
れ
る
。
そ
の

一
方
で
、
課
題
感
や
懸
念
も
強
い
こ
と
が

う
か
が
え
る
。
受
入
体
制
な
ど
を
整
備

す
る
た
め
に
新
た
な
費
用
負
担
が
課
題

視
さ
れ
て
お
り
、
生
活
環
境
や
景
観
へ
の

影
響
、
マ
ナ
ー
や
言
語
な
ど
の
問
題
も
懸

念
材
料
と
な
っ
て
い
る
。

―
―
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
推
進
の
意
義
や

効
果
、
課
題
な
ど
が
見
極
め
切
れ
て
い
な
い

　

注
目
さ
れ
る
の
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光

の
重
要
度
、
効
果
や
期
待
、
課
題
や
懸
念

の
有
無
、
今
後
の
取
り
組
み
意
向
に
つ
い

て
、「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」
と
す
る

回
答
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
地
域
が
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
観
光
推
進
の
効
果
、
課
題
な
ど

に
つ
い
て
十
分
に
見
極
め
き
れ
て
い
な
い

こ
と
が
う
か
が
え
る
。

地
域
が
観
光
に
取
り
組
む
意
義
を

改
め
て
問
う
こ
と

　

本
調
査
を
通
じ
て
、
地
域
に
お
け
る
観

光
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
に
よ
る
地
域
課

題
の
解
決
へ
の
期
待
は
経
済
面
な
ど
限
定

的
で
あ
り
、
万
能
薬
と
も
特
効
薬
と
も
捉

え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
ま
た
、
全
般
に
お
け
る
「
ど
ち
ら
と

も
言
え
な
い
」
や
「
中
」
程
度
と
い
っ
た

回
答
の
多
さ
か
ら
は
、
観
光
や
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
観
光
に
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
か

ど
う
か
に
つ
い
て
、
見
極
め
切
れ
て
い
な

い
現
状
が
浮
か
ぶ
。
本
調
査
で
焦
点
を
当

て
た
条
件
不
利
地
域
に
お
い
て
も
、
そ
の

他
の
地
域
と
比
較
し
て
期
待
・
課
題
共
に

大
き
い
も
の
の
、
概
し
て
同
じ
こ
と
が
言

え
る
。

昨
今
、
国
を
挙
げ
て
観
光
や
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
観
光
振
興
が
強
力
に
推
進
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
効
果
を
広
め
、
地
に
足
の
着
い

た
も
の
と
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
が

観
光
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
に
取
り
組
む

意
義
（
何
の
た
め
に
取
り
組
む
の
か
、
ど

ん
な
効
果
を
期
待
す
る
の
か
、
何
を
失
い

た
く
な
い（
守
る
べ
き
）か
等
）に
つ
い
て
、

改
め
て
問
い
直
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。（

よ
し
や
ち　

ゆ
た
か
）

図10   インバウンド観光への今後の取り組み意向

図8  インバウンド観光に関連して地域に生じ
ている好影響や期待される事項の有無
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図9  インバウンド観光に関連して地域に生じ
ている課題や懸念される事項の有無
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7 特集◉地方創生時代における農山村と観光
特集1 条件不利地域はインバウンド観光振興をどう捉えているか

■調査内容

■回答団体の概要　※全団体の団体数は平成27年国勢調査に基づく（市部と区部は個別に回答を依頼したことから総計は市部と区部が重複する）

市区町村における観光の現状と課題に関する実態調査　実施概要

都道府県 全団体 回答団体 回答率

北海道 189 34 18.0%

青森県 40 4 10.0%

岩手県 33 12 36.4%

秋田県 25 6 24.0%

宮城県 40 5 12.5%

山形県 35 3 8.6%

福島県 59 8 13.6%

茨城県 44 2 4.5%

栃木県 25 5 20.0%

群馬県 35 4 11.4%

埼玉県 73 10 13.7%

千葉県 60 11 18.3%

東京都 63 12 19.0%

神奈川県 61 5 8.2%

山梨県 27 3 11.1%

長野県 77 8 10.4%

新潟県 38 2 5.3%

富山県 15 2 13.3%

石川県 19 1 5.3%

福井県 17 2 11.8%

静岡県 45 8 17.8%

愛知県 70 8 11.4%

岐阜県 42 6 14.3%

三重県 29 3 10.3%

全団体 回答団体 回答率

回答団体数 1,917 230 12.0%

全団体 回答団体 回答率

北海道地方 189 34 18.0%

東北地方 232 38 16.4%

関東地方 361 49 13.6%

中部地方 350 40 11.4%

近畿地方 278 18 6.5%

中国地方 119 8 6.7%

四国地方 95 7 7.4%

九州地方 293 36 12.3%

総計 1,917 230 12.0%

全団体 回答団体 回答率

市部 791 91 11.5%

うち区部 198 5 2.5%

町部 745 112 15.0%

村部 183 22 12.0%

総計 1,917 230 12.0%

地域振興立法5法の適用状況別の回答団体数・回答率
全団体 回答団体 回答率 備考

地域振興立法5法適用無 803 88 11.0%

地域振興立法5法適用有 1,114 142 12.7%

特定農山村地域 641 84 13.1% ※ 1

過疎地域 797 106 13.3% ※ 2

  2 条 1 項適用 616 86 14.0%

33 条 1 項適用 30 3 10.0%

33 条 2 項適用 151 17 11.3%

振興山村 732 89 12.2% ※ 3

半島地域 194 22 11.3% ※ 4

離島地域 112 11 9.8% ※ 5

総計 1,917 230 12.0%

※1 平成19年国土数値情報特定農山村地域　第1.1版より抽出
※2 過疎地域市町村等（平成28年4月1日）より抽出
※3 振興山村（平成28年4月1日現在）より抽出
※4 半島振興対策実施地域（平成25年4月1日現在）より抽出
※5 離島振興対策実施地域（平成27年7月13日現在）より抽出

（※1～5について、市町村合併があったものは、JTBFが独自に市町村合併後の自治体に置換）

調査名 地域の観光に関する実態調査 調査目的 全国市区町村における観光振興への意識（期待、懸念など）を把握する

調査方法

・全国市区町村の観光振興に関する意
識（期待、懸念など）を抽出

※全国市区町村の観光部署担当者に
対し、調査依頼状および調査票を郵
送配布（※ JTBF『旅行年報 2016』に
添付）・郵送回収（平成28年10月7日
発送、11月4日締め切り）

・市区町村の状況（各地域課題の重要
度／地域振興立法 5 法への適用状況
／観光入込数／インバウンド観光の
景況感他）ごとの観光振興への意識

（期待、懸念など）を整理
・市区町村の状況別の観光振興への

意識（期待、懸念など）を分析

調査内容

・
・
・
 

・
・
 

・
 

・
 

・
・

各地域課題の重要度（※ 3 段階　低・中・高）
観光振興による各地域課題解決への期待度（※ 4 段階　期待なし・低・中・高）
インバウンド観光振興による地域課題解決への期待度（※ 4 段階　期待なし・
低・中・高）
インバウンド観光への景況感（※ 3 段階　下向き・横ばい・上向き／分からない）
インバウンド観光の重要度（※ 3 段階　重要ではない・どちらとも言えない・
重要である）
地域に生じている好影響や期待される事項の有無（※ 3 段階　ある・どちら
とも言えない・ない）
地域に生じている課題や懸念される事項の有無（※ 3 段階　ある・どちらと
も言えない・ない）
実施しているインバウンド関連施策（FA）
インバウンド観光への今後の取り組み意向（※ 3 段階　ある・どちらとも言
えない・ない）

都道府県 全団体 回答団体 回答率

滋賀県 19 2 10.5%

京都府 37 3 8.1%

大阪府 74 2 2.7%

兵庫県 50 4 8.0%

奈良県 39 2 5.1%

和歌山県 30 2 6.7%

鳥取県 19 1 5.3%

島根県 19 1 5.3%

岡山県 31 3 9.7%

広島県 31 3 9.7%

山口県 19 0 0.0%

香川県 17 4 23.5%

愛媛県 20 3 15.0%

徳島県 24 0 0.0%

高知県 34 0 0.0%

福岡県 74 8 10.8%

佐賀県 20 2 10.0%

長崎県 21 2 9.5%

熊本県 50 7 14.0%

大分県 18 2 11.1%

宮崎県 26 3 11.5%

鹿児島県 43 5 11.6%

沖縄県 41 7 17.1%

総計 1,917 230 12.0%

ど
う
か
に
つ
い
て
、
見
極
め
切
れ
て
い
な

い
現
状
が
浮
か
ぶ
。
本
調
査
で
焦
点
を
当

て
た
条
件
不
利
地
域
に
お
い
て
も
、
そ
の

他
の
地
域
と
比
較
し
て
期
待
・
課
題
共
に

大
き
い
も
の
の
、
概
し
て
同
じ
こ
と
が
言

え
る
。

昨
今
、
国
を
挙
げ
て
観
光
や
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
観
光
振
興
が
強
力
に
推
進
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
効
果
を
広
め
、
地
に
足
の
着
い

た
も
の
と
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
が

観
光
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
に
取
り
組
む

意
義
（
何
の
た
め
に
取
り
組
む
の
か
、
ど

ん
な
効
果
を
期
待
す
る
の
か
、
何
を
失
い

た
く
な
い（
守
る
べ
き
）か
等
）に
つ
い
て
、

改
め
て
問
い
直
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。（

よ
し
や
ち　

ゆ
た
か
）

市区町村別の回答団体数・回答率

地方別の回答団体数・回答率

全体の回答団体数・回答率 都道府県別の回答団体数・回答率
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●
佐
々
木
文
明
氏
（
藤
里
町
町
長
）

　

藤
里
町
が
観
光
や
交
流
に
取
り
組
む
よ
う
に

な
っ
た
き
っ
か
け
は
、１
９
８
５
年（
昭
和
60
年
）

に
秋
田
市
内
で
開
催
さ
れ
た
秋
田
県
主
催
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
全
県
の
市
町
村
か
ら
関
係
者
が
集
ま

り
、
全
国
の
先
進
事
例
を
参
考
に
内
発
型
の
産

業
づ
く
り
と
誘
客
に
取
り
組
む
方
針
が
共
有
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
１
９
９
０
年
代
に
か
け
て
は
、
町
の

事
業
課
、
さ
ら
に
は
１
９
９
１
年
（
平
成
３
年
）

か
ら
は
第
三
セ
ク
タ
ー
の（
株
）藤
里
開
発
公
社

を
中
心
と
し
て
羊
肉
を
中
心
と
し
た
畜
産
事
業

や
ワ
イ
ン
づ
く
り
、
ま
い
た
け
作
り
、
温
泉
開

発
な
ど
の
観
光
開
発
事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
１
９
９
３
年（
平
成
５
年
）に
白
神
山
地

が
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
１
９
９
０
年
代
か
ら
２
０
０
０
年
代
に
か

け
て
は
地
域
の
自
然
や
食
の
資
源
を
活
用
し
た

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

進
め
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
藤
里
町
で
は
町
民
自
ら
が
観

光
事
業
に
携
わ
る
「
株
式
会
社
藤
里
町
」
を
キ

ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
行
政
主
導
で
内

発
的
な
産
業
を
育
成
す
る
こ
と
に
注
力
し
て
き

ま
し
た
。
た
だ
今
思
う
と
、
そ
こ
に
や
や
偏
り

す
ぎ
て
い
た
と
も
感
じ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

も
っ
と
地
域
外
か
ら
の
活
力
導
入
、
具
体
的
に

は
企
業
誘
致
な
ど
に
も
力
を
入
れ
る
べ
き
だ
っ

た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

観
光
客
を
呼
び
込
む
こ
と
と
人
口
維
持
は
同

列
で
は
な
く
、
そ
れ
だ
け
で
人
口
を
維
持
す
る

の
は
難
し
い
現
実
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
「
土
着
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
と
も
言
え

る
よ
う
な
、
仕
事
を
持
っ
て
移
住
し
て
来
て
く

れ
る
人
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

実
際
に
外
か
ら
移
住
し
た
人
の
多
く
か
ら
藤

里
町
は
住
み
や
す
い
と
言
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
町
内
の
全
戸
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
光
フ

ァ
イ
バ
ー
網
も
敷
設
済
み
で
す
。
さ
ら
に
日
本

海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
が
全
線
開
通
さ
れ
れ
ば

交
通
の
利
便
性
も
大
き
く
向
上
す
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
中
で
ガ
イ
ド
、
土
産
品
製
造
、
宿
泊
業

と
い
っ
た
こ
の
地
域
な
ら
で
は
の
産
業
が
活
性

化
す
れ
ば
、
他
の
地
域
か
ら
若
者
も
移
住
し
よ

う
と
考
え
て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
（
談
）。

●
中
川
ツ
ヨ
氏
（
く
ま
げ
ら
の
会
）

●
小
林
幸
一
氏
（
同
）

　

も
と
も
と
町
内
の
空
き
古
民
家
を
活
用
し

て
、
田
舎
料
理
を
出
す
農
家
民
宿
が
で
き
な
い

か
、
と
い
う
ア
イ
デ
ア
が
当
時
町
の
職
員
で
あ

っ
た
佐
々
木
町
長
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
実
際
に

は
建
物
の
所
有
者
と
条
件
で
折
り
合
い
が
付
か

ず
断
念
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
廃
校
を
利
用

し
た
宿
泊
拠
点
と
し
て
「
い
や
し
の
宿
清
流
荘
」

が
町
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
、
そ
こ
を
拠
点
と
し

て
活
動
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
前
に
も
、
東
北
産
業
活
性
化
セ
ン
タ

ー（
現　

東
北
活
性
化
研
究
セ
ン
タ
ー
）
の
グ

リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
事
業
で
農
協
の
婦
人

部
や
地
元
婦
人
会
の
メ
ン
バ
ー
と
３
年
間
ほ
ど

研
修
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
実
は
こ
の
事
業
が

始
ま
っ
た
時
点
で
は
自
分
と
し
て
は
そ
れ
ほ
ど

積
極
的
に
取
り
組
む
意
識
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
後
３
年
間
の
事
業
の
中
で
参
加
す
る

仲
間
も
だ
ん
だ
ん
少
な
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た

が
、
結
果
的
に
最
後
ま
で
参
加
し
続
け
ま
し
た
。

　

こ
の
理
由
は
ひ
と
え
に
お
客
さ
ん
の
反
応
が

嬉
し
か
っ
た
か
ら
で
す
。
つ
ま
り
、
自
分
た
ち

が
普
段
食
べ
て
い
る
も
の
を
提
供
し
て
お
客
さ

ん
が
こ
れ
だ
け
喜
ん
で
く
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、

も
う
少
し
や
っ
て
み
て
も
良
い
な
、
と
い
う
感

覚
が
芽
生
え
て
き
ま
し
た
。

　

も
っ
と
も
、
こ
の
事
業
で
儲
け
る
と
い
う
こ

と
は
そ
れ
ほ
ど
頭
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

も
そ
も
大
き
く
儲
け
ら
れ
る
事
業
で
は
な
く
、

現
在
の
収
支
は
受
け
入
れ
る
回
ご
と
に
赤
字
に

な
っ
た
り
黒
字
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
年
間
を

通
す
と
収
支
ト
ン
ト
ン
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
の
課
題
は
活
動
を
引
き
継
い
で
く
れ
る

後
継
者
の
問
題
で
す
。
現
在
実
質
的
に
活
動
し

て
い
る
会
の
メ
ン
バ
ー
は
５
人
ほ
ど
、
高
齢
化

も
進
み
体
力
的
に
も
き
つ
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
実
際
、
今
年
の
夏
に
は
受
入
の
希
望
が
連

続
し
、
や
む
な
く
断
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

会
の
メ
ン
バ
ー
が
も
っ
と
多
け
れ
ば
、
予
約

な
し
で
郷
土
料
理
を
提
供
す
る
農
家
レ
ス
ト
ラ

ン
な
ど
も
や
っ
て
み
た
い
と
は
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。（
談
）

聞
き
手
：
観
光
地
域
研
究
部　

菅
野
正
洋

総面積 282.13k㎡

人口 3,508人（2016年11月現在）

産業別
就業者数

製造業（300人）、医療・福祉（231人）、
卸売業・小売業（196人）、農業（199
人）、建設業（194人）など

主な
アクセス
方法

飛行機 •大館能代空港～車で30分
•秋田空港～車で1時間半

JR •JR二ツ井駅～路線バスで
30分

自動車

•二ツ井白神IC～国道7号
線・県道317号線を経由し
25分

•大館南IC～国道7号線・県
道317号線を経由し60分

観光資源

•白神山地世界遺産センター、岳岱自然観
察教育林、小岳、藤里駒ケ岳、田苗代湿
原、峨瓏大滝親水公園などの自然体験

•湯元 和みの湯、「白神の恵」体験
工房、清水岱里山林体験交流施設な
どの観光施設

観光客数 61,204人（2015年度）

資料：平成22年国勢調査結果、秋田県観光統計および藤里町ウェブサイトなど

図　秋田県藤里町の概要

青森

盛岡

釜石自動車道

八戸自動車道

N

東北自動車道

秋田自動車道

秋田

日本海東北自動車道

藤里町藤里町

地
域
か
ら
の
声
1
秋
田
県
藤
里
町
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9 特集◉地方創生時代における農山村と観光
特集1 条件不利地域はインバウンド観光振興をどう捉えているか

総面積 299.43k㎡

人口 17,195人（2016年11月現在）

産業別
就業者数

農業（1,795人）、卸売業・小売業（1,215人）、製造業
（1,107人）、医療・福祉（1,024人）、建設業（959人）など

主な
アクセス
方法

飛行機

•羽田空港～松山空港　約1時間20分、伊丹
空港～松山空港　約50分

•松山空港～内子インター口[シャトルバス]
約50分

JR
•東京駅～岡山駅　約3時間20分、新大阪駅
～岡山駅　約45分

•岡山駅～松山駅　約2時間40分

高速バス

•東京駅～松山駅[ドリーム高松・松山号]
約12時間20分

•新宿駅～内子[オレンジライナーえひめ]
約13時間

•大阪駅～松山駅[松山エクスプレス大阪号]
約5時間50分

•大阪（梅田）～内子[オレンジライナーえひ
め]約6時間

観光資源

•木蝋資料館 上芳我邸、文化交流ヴィラ高橋邸、道の駅
内子フレッシュパークからり、商いと暮らし博物館、本芳
我家住宅、大村家住宅、内子座などの内子町中心エリア
•泉谷の棚田、屋根付き橋、石畳清流園などの美しい村の風景
•五十崎凧博物館、大洲和紙などの伝統文化
•小田深山渓谷、桜めぐりなどの美しい自然

観光客数 110万人（2013年度）
資料：平成22年国勢調査結果、第2期内子町総合計画および内子町ウェブサイトなど

図　愛媛県内子町の概要

高知

高松

徳島

松山

徳島自動車道

松山自動車道

高知自動車道

高松自動車道

内子町内子町

N

●
中
岡
紀
子
氏

　（
内
子
町
役
場  

町
並
・
地
域
振
興
課  

主
幹
）

　

今
の
内
子
町
に
お
い
て
、
人
口
減
少
や
高
齢

化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
と
い
っ
た
課
題
に
対

し
て
観
光
、
ひ
い
て
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
振
興
は

そ
れ
ら
の
課
題
に
直
接
的
に
は
影
響
、
あ
る
い

は
効
果
を
及
ぼ
し
て
い
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

当
町
は
愛
媛
県
内
の
一
大
宿
泊
拠
点
で
あ
る

道
後
温
泉
か
ら
Ｊ
Ｒ
特
急
で
25
分
と
い
う
立
地

を
活
か
し
て
、
こ
れ
ま
で
日
帰
り
観
光
を
中
心

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
確
か

に
飲
食
店
は
増
え
ま
し
た
が
、
そ
の
効
果
は
限

定
的
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
観
光
客
が
地
域
に
来
訪
す
る
事

で
地
域
住
民
に
誇
り
や
自
信
と
い
っ
た
も
の
が

生
ま
れ
ま
し
た
が
、
商
業
の
生な

り
わ
い業

と
は
直
結
し

て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
た
だ
そ
の
中
で
も

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
振
興
を
重
要
施
策
と
し
て
捉
え

て
今
後
も
取
り
組
む
予
定
と
し
て
い
る
の
は
、

そ
れ
で
も
何
か
し
ら
手
を
打
っ
て
お
か
な
い
と

地
域
の
将
来
が
な
い
と
い
う
危
機
感
を
背
景
と

し
た
一
種
の
「
投
資
」
だ
か
ら
で
す
。

　

実
感
と
し
て
内
子
町
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光

客
は
増
え
て
い
る
と
は
感
じ
ま
す
し
、
事
業
者

か
ら
も
そ
の
よ
う
な
声
が
聞
か
れ
ま
す
。
そ
の

「
投
資
」
を
行
う
の
は
行
政
で
あ
り
、
実
際
に

は
民
間
の
事
業
者
自
身
で
す
の
で
、
今
後
の
地

方
に
お
け
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
動
向
が
不
確
実

な
中
で
は
、「
必
ず
儲
か
る
か
ら
積
極
的
に
や
り

ま
し
ょ
う
」
と
断
定
的
に
な
れ
な
い
の
も
事
実

で
す
。

　

今
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
振
興
の
方
向
性
と
し

て
は
、
単
に
人
数
だ
け
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、

古
民
家
を
活
用
し
た
滞
在
型
で
、
１
人
当
た
り

の
消
費
単
価
が
大
き
い
富
裕
層
を
お
招
き
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
（
談
）。

●
山
本
真
二
氏

　（
内
子
町
役
場  

産
業
振
興
課  

課
長
）

　

全
国
的
に
見
て
農
産
物
の
直
売
所
の
数
は
こ

こ
７
～
８
年
で
２
倍
以
上
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
環
境
変
化
の
影
響
を
受
け
て
「
フ

レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
か
ら
り
」
全
体
の
売
り
上
げ

は
数
年
前
に
は
落
ち
込
み
ま
し
た
が
、
そ
の
後

経
営
努
力
に
よ
り
持
ち
直
し
、
前
年
度
は
創
業

以
来
最
高
の
７
億
６
０
０
０
万
円
を
達
成
し
ま

し
た
。
愛
媛
県
の
中
で
も
10
位
以
内
に
入
っ
て

い
ま
す
。

　
「
か
ら
り
」
内
の
直
売
所
単
体
の
売
り
上
げ

は
約
４
億
円
で
、
出
荷
す
る
農
家
１
戸
当
た
り

で
見
る
と
約
１
１
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

年
間
の
売
り
上
げ
が
１
０
０
０
万
円
を
超
え
る

農
家
も
複
数
見
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
も
農
家
数
が
減
少
し
平
均

年
齢
も
上
昇
し
て
い
る
（
約
67
歳
）
の
は
事
実

で
す
。
後
継
者
が
い
な
い
こ
と
が
主
な
要
因
で

あ
り
、
行
政
も
Ｉ
タ
ー
ン
で
就
農
を
希
望
す
る

人
に
支
援
を
行
う
な
ど
、
何
と
か
農
家
の
数
を

維
持
す
る
た
め
の
施
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　

直
売
所
の
出
荷
者
で
組
織
さ
れ
る
「
か
ら
り

直
売
所
出
荷
者
運
営
協
議
会
」
の
初
代
会
長
で

あ
り
、
観
光
カ
リ
ス
マ
に
も
な
っ
た
野
田
文
子

氏
は
既
に
70
歳
に
近
く
な
り
、
名
誉
会
長
の
役

に
退
き
ま
し
た
が
、
現
在
も
加
工
品
の
製
造
販

売
に
取
り
組
む
な
ど
、
一
生
産
者
と
し
て
精
力

的
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
協
議
会
の
会
長
も
同
じ
く
女
性
で
す

し
、
協
議
会
の
構
成
員
も
７
割
が
女
性
で
、
地
域

の
農
家
の
女
性
の
活
躍
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

８
年
ほ
ど
前
に
地
域
の
農
家
に
対
し
て
「
中

山
間
地
域
の
将
来
」
に
つ
い
て
尋
ね
た
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
当
時
で
７
割
が
「
や

り
方
に
よ
っ
て
は
明
る
い
」
と
答
え
て
い
ま
し

た
が
、
そ
の
比
率
は
現
在
も
そ
れ
ほ
ど
変
わ
っ

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
野
田

氏
を
初
め
と
し
た
成
功
事
例
が
身
近
に
あ
る
た

め
、
後
か
ら
取
り
組
ん
で
み
よ
う
と
い
う
人
に

と
っ
て
は
目
指
す
べ
き
目
標
に
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。（
談
）
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